
昭和 16年 1月3"'6日及び 17"'22日

の浅間山火山活動

軽井海観測所 松井林平・小宮山安衣郎

1. 昭和 16年 1月 3--6日の火山活動ぐ口絵寝虞参照)

昭和 16年 1月 3日p 浅間山は活気を呈して，中・小程度の無音爆後(軽井、

津観測所に於て)がそれぞれ 4悶あった.

営日 6時にはF 普遁程度量の白煙が火口から北東に低流してゐた.7時頃

には，噴煙は東南東に韓t，量も増した. このとき， ζの白煙を破って突然爆

稜がくり返し起った.いづれも噴煙は鉛直方向から約 30度の角度をもって東

南東に約 1000米の高さまでのぼり，のち流れて友びき出した.

その後， 4日K4同， 5日に 2同， 6日に 1同それぞれ無音の爆禁があ

った.とのうち， 6日20時頃から 10分間及び 21時 30分から夜宇に亙っ

て，珍らしく火柱があらはれて，火口上がうす赤く友った

2. 昭和1-6年 1月 17--22日の火山活動

本期間中，浅間山は頻り K~・小程度の爆護をした・ヲドにとの聞の活動扶況

を記すととにする.

(1). 日別爆登同数

目別爆殻同教をあげると F 第 1表の通りで， 18日の 21同

紫 1表昭和 16年 1月 17--22日の浅間山の日別爆護同教
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が最多， 21日の 1同が最少である.20日は午後天気が悪佑しj途に雲霧の

ため観測が出来危かった・ 21日は 9時に 1同爆後がむと仏、絡日快晴のた

め，多量の白煙が南寄りに低流するのが望見された.
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(2). 時刻別爆禁同数

時刻別爆禁問敷は第 1園の通りで，時の端数は 30分を界に切下げ乃至切

策 1 国 昭和 16年 1月 17--22日の浅間山の時刻別爆護同数
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上げた.との国，で示されたやうに，第 1位が 8時，第 2位が 15時，第 3

位が 22時.16時.17時.19時簿が最も少い.22時以後翌日 5時ま-;C'rc

少くとも 2--3悶爆設があったとむもはれるがy 確かで危い.

噴煙の速度は爆登力の強弱，

上居の風速等に支配されるか

らとれ等の要素がわから友い

のにy 論やるととは早計である r

が，今同の爆稜中 40同につい

て調べたととろ弐のやう友結果

を得た.まづ火口から 5.5粁離〆

れた地鮪グリンホテノレ及び 10

粁離れた離山まで達する速度を

はかつ.た. との場合，5.5粁まで

平均18米/秒p最大24米/秒y最

、も遅いのが12米/秒， 10粁まで、

平均 15米/秒y 最大 21米/秒p最も遅いのが 4米/秒んであった.従って 5、粁

3. 噴煙の速度
策 2 固仁1) 噴煙径路及び、その停止位置園
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第 2固くの 噴煙往路及びその骨♂止位電:

昭和 16tド1月 11日

1τ宅。

、

集 2園 (3) 噴煙径路及びその停止位置

昭和 16年 1月初日
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進むうちに千均 3米/秒遅くた

る割合となる.

4. 噴.煙径一路

IJffit煙は火口から直上するとと

は割合に少丈，多くは営企直方向

から約 30度以内ω角度で東或

は南東に傾斜Lでーのぼる. との

うち，火口から山肌に沿うて 1

--2"粁低流後上昇する;ものが多

く火口から 4粁離れた小浅間

附近では地形の影響をうけて;先

端が南寄りに廻るもの!が割合比

多かった.火口から 10'"':-~14 粁

附近では層雲のやうに棚引き，

徐々に停止するやうである.市住

氷を越えたものは殆んど差問:は

稀であったと訟もふ(第2園参

J!の.

なほ， 1月 18日の噴煙の潟

真と園解とを第 3固に示すと

とにする.

5. 降友模一様

今同の降友は主として山岳部

即ち森林地帯に限られ"大抵火

口から.約生粁以内に落下した.その量は極めて少く}かっその降/}ミ時聞は短か

かった.とのうち，数同は 10粁附近まで降次があれその降友童は多くて坪

嘗り 15瓦程度で、被害はなかった.
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6.調査概

(わ火口外朕況

茸~-2 固くの 噴煙経路及びその停止位置 a

昭和 16"年 1月 22日
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連日の爆禁で，火口から約

150米の地賠まで積雪もなく火

，山友砂は「ザクザク」する程度

に積もり y 全く夏山のやう:ごあ

る.‘'東前掛山と谷聞は積雪がか

なり深く，その表面は次K埋ま

れ落下火山弾のためmに蜂の巣

のやうに穴が津山あいてゐた・

拳太の礁がi~~ く入り込んで深さ

が 0;9米に達する穴が多く;最

大の穴は指定 4.4米.模 6.6米.

坊ささ 0.7米あった.今同の爆禁

は中程度以下のものばかりで，
ー'-: 智雄・ e金

資~ 4 闘浅間山火口底爆護見取閏(昭和 16年 1月 19EI i 

"-

三ー

落下物も軽石7tJ\熔岩が特に多く出てゐる.海抜 1，900~2，OOO 米線附近に縦 11

糎;横10糎.重量 147瓦の軽石獄熔岩が「ポツポツ」落干しセゐるが，それ
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以下は:k山友砂だけで，積雪面が薄黒くなってゐた.

(2) 火口内7状況

火口縁から約 150米の深さにある火口底の中央からや L南西寄りに，現在

活動中の直径約 2""3米大の火孔がある.普通との火孔内部は暗い.との火孔

内には岩奨が上昇してゐるらししかっ岩築面上には網欣の割目が稜達してゐ

るらしい.活動涛には，との割目が約 1分 40秒の週期で真紅に友ったり，

全くみえたくたったりする.そしてとの時F 火口縁にをれば，熱気で、あっく感

ー -t、る.殊に 13時 13分の爆設を詳細に観測するととが出来た(第 4国参照)

その概況は弐の通りである.

まづ最初にfド{ン」といふ音と共にp 火孔縁側カ=ら熔岩が放射欣に木の葉の

舞ふやうに飛び-あがり，火口上まで達した.との掲出された熔岩は東側~南側

に多く落下した.積いで[ドドドドドド」といふ鳴動と共に黒褐色煙が火孔の

中一杯に出はじめ， 10秒で火口縁まで達し， 100米も上昇した頃東方に流れ

た.亡の頃西南西風が強く，約 25米/秒吹走したゃうである.との爆議後は

恥 咽火口!長は再れび静かに在った.水蒸気は火口底縁部2ケ所，東方火口i嫁際4ケ所，

西方火口縁8ケ所から絶え示、あがってゐ?と・

(3) その他

最後に本調査で特に得たととは，麓からみて一寸煙が出る小爆穫でも，火口

から 3粁附近では爆音が問え，中程度の爆禁では， 4.5粁附近で爆音がわかる

ととであった.次に 8同の観測では，rドーンJ.・といふ爆音後の噴煙より「ドド

ドドドドJといふ鳴動時の噴煙の方が火口上に達する時聞がはやし最もはや

いので 5秒，普通守 20秒程度のものが多かった. しかし観測場所が一定せ守，

かつ爆殻力の強弱民よりそれぞれ多少誤差があるとととむもはれる.

格りにあたり，不断の御指導を茶うせる岡田墓長先生並比本多博士や火山係/

の皆様に厚く会l盟申しあげ，たほ色々助力 ~jな願ひした小林君に治躍中しあ

げる. (昭和 16年 1月初日記)
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